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井
伊
直
政
家
臣
団
の
形
成
と
徳
川
家
中
で
の
位
置

小
宮
山
　
敏
　
和

は
じ
め
に

　
本
論
文
の
目
的
は
、
井
伊
直
政
の
家
臣
団
編
成
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
形
成

過
程
や
中
世
期
か
ら
近
世
期
に
か
け
て
の
変
化
、
或
い
は
徳
川
家
内
で
の
位
置

付
け
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
戦
国
大
名
と
し
て
の

徳
川
家
の
家
臣
か
ら
近
世
幕
藩
体
制
下
の
大
名
へ
と
変
化
し
て
い
く
過
程
に
つ

い
て
、
ま
た
幕
府
と
大
名
家
家
臣
の
問
題
に
つ
い
て
一
つ
の
展
望
を
示
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
井
伊
直
政
に
つ
い
て
は
、
「
徳
川
四
天
王
」
の
一
人
と
し
て
、
或

い
は
「
井
伊
の
赤
備
」
と
し
て
、
軍
事
的
・
個
人
的
側
面
か
ら
は
有
名
な
人
物

で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
井
伊
直
政
家
臣
団
の

編
成
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
の
徳
川
家
自
身
の
家
臣
団
編
成
の
】
事
例
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
（
3
）

の
視
点
や
（
北
島
一
九
六
五
、
煎
本
一
九
七
九
、
一
九
九
八
）
、
そ
れ
に
関

連
し
て
大
番
衆
な
ど
の
家
康
「
馬
廻
衆
」
の
形
成
に
関
し
て
触
れ
ら
れ
る
に
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
（
6
）

ま
っ
て
い
る
（
煎
本
一
九
六
一
、
根
岸
二
〇
〇
〇
、
小
池
二
〇
〇
一
）
。
つ

ま
り
、
井
伊
直
政
自
身
を
視
点
の
中
心
と
し
た
、
直
政
家
臣
団
の
構
造
的
把
握

と
そ
の
性
格
付
け
は
前
出
の
煎
本
氏
が
比
較
的
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
以
外

今
の
と
こ
ろ
十
分
に
為
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
元
々
遠
江
の
武
士

で
、
三
河
武
士
で
な
い
井
伊
家
が
、
家
康
の
も
と
で
後
に
譜
代
の
筆
頭
と
ま
で

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
本
論
で
詳
述
す
る
よ
う
に
家
康
自
身
に
よ

る
井
伊
家
家
臣
団
の
編
成
と
い
う
側
面
が
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
井
伊
家
家
臣
団
の
構
造
と
性
格
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
家
康
が
井
伊
家
家
臣
団
に
ど
の
様
な
性
格
を
求
め
た
の
か
、
或
い
は
江
戸

幕
府
成
立
以
後
に
お
け
る
井
伊
家
の
位
置
付
け
を
解
明
す
る
上
で
有
効
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
そ
の
後
の
幕
府
と
譜
代
藩
の

関
係
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
重
要
な
要
素
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
尚
、
本
論
文
で
は
、
中
世
末
期
ま
で
の
井
伊
家
の
状
況
や
井
伊
直
政
の
徳
川

家
中
に
お
け
る
政
治
的
位
置
付
け
等
に
は
、
前
提
と
し
て
触
れ
る
に
止
め
て
お

く
。
そ
の
点
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
た
い
。

二
　
天
正
十
年
か
ら
同
十
八
年
ま
で
の
状
況

①
天
正
十
八
年
ま
で
の
直
政
の
部
将
・
領
主
的
状
況
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最
初
に
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
家
康
家
臣
へ
の
召
し
出
し
以
降
か

ら
、
天
正
十
年
六
月
の
本
能
寺
の
変
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
天
正
三
年
の
家
康
家
臣
へ
の
召
し
出
し
以
降
で
あ
る
が
、
『
寛
永
諸
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

系
図
伝
』
（
以
下
『
寛
永
譜
』
と
略
）
に
よ
れ
ば
、
「
且
井
谷
（
井
伊
谷
－
著
者
注
、

以
下
同
じ
）
ハ
先
祖
歴
代
の
旧
地
た
る
に
よ
り
、
す
な
は
ち
こ
れ
を
く
だ
し
た

ま
ふ
。
又
井
谷
三
人
の
衆
を
与
力
に
つ
け
ら
る
。
」
と
あ
り
、
本
領
で
あ
る
井

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

伊
谷
と
井
伊
谷
三
人
衆
（
菅
沼
次
郎
右
衛
門
忠
久
、
近
藤
石
見
守
秀
用
、
鈴
木

平
兵
衛
重
好
）
を
与
力
と
し
て
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
の
井

伊
谷
三
人
衆
の
付
属
に
つ
い
て
は
、
諸
書
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
。
『
寛
政
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

修
諸
家
譜
』
（
以
下
『
寛
政
譜
』
と
略
）
井
伊
直
政
条
で
は
、
該
当
部
分
は

「
先
祖
歴
代
の
旧
地
井
伊
谷
を
た
ま
ふ
。
」
と
し
て
、
井
伊
谷
三
人
衆
の
付
属
は

天
正
十
二
年
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
近
藤
秀
用
条
で
は
、
「
（
天
正
）
十

二
年
長
久
手
陣
の
時
、
鳴
海
に
を
い
て
仰
を
蒙
り
、
菅
沼
次
郎
右
衛
門
忠
久
、

　
　
　
　
　
　
（
好
力
）

鈴
木
三
郎
太
夫
重
路
と
お
な
じ
く
井
伊
直
政
に
属
す
。
」
と
し
て
、
こ
こ
で
も

天
正
十
二
年
に
付
属
し
た
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
井
伊
家
編
纂
の
由
緒
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

で
あ
る
『
侍
中
由
緒
帳
』
（
以
下
『
由
緒
帳
』
と
略
）
菅
沼
次
郎
右
衛
門
や
同
鈴

　
　
　
（
1
1
）

木
平
兵
衛
条
で
は
、
天
正
三
年
に
井
伊
谷
三
人
衆
が
直
政
に
付
属
さ
れ
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な
付
属
時
期
の
違
い
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
明
確

に
答
え
を
与
え
る
よ
う
な
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
井
伊
谷
の
所
領
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。
ま
ず
、
井
伊
直
政
所
領
注
文
と
い
う
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
主
に
遠
江
国
引
佐
郡
内
に
七
百
四
十
石
余
り
所
領
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
由
緒
帳
』
菅
沼
次
郎
右
衛
門
条
に
よ

れ
ば
、
「
天
正
三
己
亥
年
、
（
平
出
）
直
政
様
江
、
従
（
台
頭
）
家
康
様
遠
州
井

伊
谷
二
而
、
初
而
御
知
行
御
頂
戴
被
遊
候
節
、
井
伊
谷
三
人
衆
領
地
其
侭
御
附

人
二
被
　
仰
付
、
」
と
し
て
、
井
伊
谷
三
人
衆
の
領
地
は
そ
の
ま
ま
で
、
直
政

の
所
領
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
天
正
十
七
年
か
ら
の
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

力
国
検
地
と
呼
ば
れ
る
検
地
の
時
に
も
、
引
佐
郡
井
伊
谷
の
内
、
竜
潭
寺
領
・

　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
（
1
7
）

三
岳
村
・
久
留
米
木
村
・
渋
川
村
な
ど
の
検
地
帳
に
は
、
「
近
平
右
方
」
・
「
鈴

平
兵
方
」
・
「
菅
次
郎
右
方
」
な
ど
井
伊
谷
三
人
衆
の
菅
沼
次
郎
右
衛
門
忠
久
、

近
藤
石
見
守
秀
用
（
元
平
右
衛
門
）
、
鈴
木
平
兵
衛
重
好
と
思
わ
れ
る
記
述
や
、

「
菅
沼
次
郎
右
衛
門
方
」
な
ど
明
ら
か
に
井
伊
谷
三
人
衆
の
所
領
と
わ
か
る
も

の
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
井
伊
谷
三
人
衆
の
井
伊
谷
で
の
所
領
は
、
永
禄
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

年
に
家
康
よ
り
下
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
直
政
の
所
領
拝
領
よ
り
以
前
か
ら
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
直
政
の
所
領
と
し
て
は
、
基
本
的
に
は
旧
領
の

井
伊
谷
の
中
で
、
既
に
井
伊
谷
内
に
所
領
を
持
っ
て
い
る
井
伊
谷
三
人
衆
の
領

地
に
か
か
ら
な
い
部
分
で
所
領
が
設
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

が
、
天
正
十
七
年
四
月
二
十
日
付
瑠
聞
証
文
に
よ
る
と
、
天
正
三
年
二
月
に
鈴

木
平
兵
衛
持
分
の
屋
敷
が
他
所
に
替
え
地
と
な
っ
て
お
り
、
直
政
が
家
康
に
仕

え
始
め
た
天
正
三
年
二
月
に
、
所
領
の
移
動
が
い
く
ら
か
は
行
わ
れ
た
可
能
性

も
あ
る
。
こ
の
時
期
の
直
政
の
所
領
に
関
し
て
は
、
他
に
井
伊
谷
以
外
に
も

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
こ
の
時
期
の
直
政
「
家
臣
団
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
井
伊
谷
三
人
衆
の
付

属
以
外
に
も
、
同
心
衆
の
存
在
を
示
唆
す
る
史
料
が
あ
る
。
天
正
七
年
と
推
定

さ
れ
る
、
信
州
高
遠
口
の
押
さ
え
と
し
て
の
出
陣
を
指
示
し
た
井
伊
直
政
宛
家

　
（
2
0
）

康
書
状
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
「
そ
の
は
う
の
同
心
の
物
主
」
、
「
ま
つ
は

清
三
郎
（
木
俣
守
勝
）
か
た
れ
に
て
も
」
を
遣
わ
せ
と
し
て
、
直
政
の
所
の
物

頭
を
出
す
よ
う
に
、
木
俣
守
勝
で
も
出
す
よ
う
に
と
い
う
内
容
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
直
政
の
所
の
物
頭
を
出
す
よ
う
に
と
い
う
こ
と
か
ら
、
木
俣
守
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勝
以
外
に
も
物
頭
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
「
寛
政
譜
』
な
ど

に
よ
れ
ば
、
木
俣
守
勝
以
外
に
も
、
西
郷
藤
左
衛
門
正
友
、
椋
原
次
右
衛
門
政

直
が
直
政
に
同
時
に
付
属
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
人
を
指
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
今
度
は
逆
に
物
頭
を
出
せ
と
い
う
こ
と

か
ら
、
直
政
は
出
陣
す
る
必
要
が
な
い
或
い
は
出
陣
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
直
政
が
い
な
く
と
も
軍
事
行
動
上
で
は
、
木
俣
等

の
物
頭
が
い
れ
ば
足
り
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
家
康
も
命

令
中
物
頭
単
位
で
指
定
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
物
頭
単
位
で
把
握
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
直
政
「
家
臣
団
」
の
構
成
と
し
て
は
、
井
伊
谷

三
人
衆
と
と
も
に
木
俣
等
の
「
物
主
」
統
制
下
の
同
心
衆
が
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
直
政
が
地
位
的
に
も
軍
事
的
側
面
で
も
活

躍
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
天
正
十
年
の
武
田
家
滅
亡
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
の
「
家
臣
団
」
は
、
か
な
り
小
規
模
で
あ
る

が
、
後
の
「
家
臣
団
」
編
成
の
原
型
と
な
る
形
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
次
に
、
天
正
十
年
の
武
田
家
没
落
後
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
。
ま
ず
、
一
つ
目
と
し
て
は
、
直
政
の
徳
川
家
中
に
お
け
る
地
位
的
な
上
昇

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
確
認
す
る
程
度
に
と
ど
め
る
。
ま

ず
、
旧
武
田
家
家
臣
で
家
康
の
家
臣
と
な
っ
た
者
に
対
す
る
所
領
安
堵
状
な
ど

の
奉
者
に
つ
い
て
、
天
正
十
年
か
ら
翌
十
一
年
ま
で
の
間
で
見
て
み
る
と
、
直

政
が
奉
者
と
し
て
徳
川
家
中
で
一
番
多
く
、
全
体
の
約
二
十
％
（
二
一
六
通
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

四
五
通
）
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、

官
位
的
に
も
最
終
的
に
は
天
正
十
六
年
四
月
ま
で
に
は
少
な
く
と
も
「
侍
従
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
、
徳
川
家
中
で
最
も
高
い
位
置
付
け
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
様
な
こ
と
が
、
直
政
の
徳
川
家
中
に
お
け
る
地
位
的
上
昇
の
例

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
直
政
へ
の
武
田
家
遺
臣
の
付
属
と
知
行
地
拝
領
が
あ
る
が
、
ま
ず
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

「
寛
政
譜
』
の
記
述
の
検
討
か
ら
入
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
「
こ
の
と
し
（
天
正
十
年
）
近
侍
の
士
木
俣
清
三
郎
守
勝
、
西
郷
藤
左
衛
門

　
　
正
友
、
椋
原
次
右
衛
門
政
直
三
人
を
御
前
に
め
さ
れ
、
直
政
若
年
た
る
に

　
　
よ
り
、
輔
翼
す
べ
き
む
ね
上
意
あ
り
て
、
付
属
せ
ら
れ
、
ま
た
武
田
家
の

　
　
臣
一
条
右
衛
門
大
夫
信
龍
、
山
縣
三
郎
兵
衛
昌
景
、
土
屋
惣
蔵
昌
恒
、
原

　
　
隼
人
正
昌
勝
四
隊
の
従
士
七
十
四
人
、
関
東
の
処
士
四
十
三
人
都
て
百
十

　
　
七
人
を
属
せ
ら
れ
（
中
略
）
か
つ
駿
河
国
安
倍
郡
鷹
峰
に
を
い
て
加
恩
の

　
　
地
を
た
ま
ひ
、
四
万
石
を
領
し
、
一
隊
の
将
と
な
り
、
兵
部
少
輔
と
称
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

と
あ
る
。
で
は
該
当
個
所
に
つ
い
て
『
寛
永
譜
』
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
そ
の
、
ち
大
権
現
近
仕
の
士
木
俣
清
左
衛
門
尉
守
勝
井
椋
原
次
右
衛
門

　
　
尉
・
西
郷
藤
左
衛
門
尉
、
此
三
人
を
家
老
に
つ
け
ら
れ
、
い
よ
い
よ
勲
功

　
　
あ
る
に
よ
り
て
、
甲
州
へ
御
入
国
の
と
き
、
武
田
家
来
の
さ
ふ
ら
ひ
一

　
　
条
・
山
縣
・
土
屋
・
原
四
組
の
士
卒
を
つ
け
ら
れ
、
領
地
四
万
石
を
た
ま

　
　
ハ
り
て
一
組
の
将
と
な
る
。
」

と
し
て
、
木
俣
以
下
三
人
の
付
属
と
一
条
・
山
縣
・
土
屋
・
原
四
組
の
侍
の
付

属
、
領
地
四
万
石
を
た
ま
わ
る
な
ど
、
大
枠
で
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、

細
か
な
点
を
見
て
い
く
と
、
相
違
点
が
見
い
だ
さ
れ
て
く
る
。
以
下
に
そ
の
点

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
ず
一
つ
目
と
し
て
、
武
田
旧
臣
等
に
よ
る
直
政
へ
の
付
属
武
士
の
こ
と
で

あ
る
。
前
出
の
よ
う
に
『
寛
政
譜
』
に
よ
る
と
、
武
田
家
旧
臣
は
七
十
四
人
と
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な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
後
直
政
に
付
属
さ
れ
た
木
俣
清
左
衛
門
守
勝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

注
目
し
て
み
よ
う
。
『
木
俣
土
佐
紀
年
自
記
」
（
以
下
『
木
俣
自
記
』
と
略
）
と

い
う
、
守
勝
が
晩
年
に
な
っ
て
自
身
の
こ
と
を
編
年
で
書
い
た
と
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
、

　
「
家
康
公
又
思
召
ハ
、
武
田
家
浪
人
武
勇
の
侍
共
、
外
に
散
ら
さ
す
、
御
扶

　
　
持
可
被
成
思
召
に
て
、
則
成
瀬
吉
右
衛
門
、
日
下
部
兵
右
衛
門
を
以
案
内

　
　
者
と
し
て
、
守
勝
二
差
加
ら
れ
、
則
甲
州
二
遣
し
、
諸
士
を
説
し
む
、
守

　
　
勝
甲
州
二
到
、
誘
つ
て
帰
伏
せ
し
む
、
是
を
以
て
、
武
田
家
一
条
、
山
懸

　
　
（
縣
）

　
　
　
、
土
屋
、
原
四
組
侍
勇
名
有
者
、
皆
濱
松
に
来
、
守
勝
是
を
披
露
し

　
　
て
、
何
レ
も
御
禮
申
上
ル
、
家
康
公
此
侍
を
井
伊
兵
部
少
輔
直
政
與
力
二

　
　
給
る
、
」

と
し
て
、
守
勝
が
成
瀬
吉
右
衛
門
正
一
・
日
下
部
兵
右
衛
門
定
吉
を
案
内
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
縣
）

て
甲
州
に
行
っ
て
、
武
田
の
旧
臣
を
誘
っ
た
。
結
果
的
に
元
一
条
、
山
懸
、
土

屋
、
原
四
組
の
侍
が
濱
松
に
来
て
、
守
勝
が
家
康
に
披
露
し
た
と
い
う
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
由
緒
帳
』
木
俣
清
左
衛
門
条
を
見
て
み
る
と
、
「
百

五
六
拾
人
召
連
帰
」
と
し
て
、
大
体
『
木
俣
自
記
』
と
同
様
の
内
容
で
、
こ
ち

ら
は
具
体
的
に
百
五
六
十
人
を
連
れ
帰
っ
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
様
に

『
由
緒
帳
』
を
使
っ
て
関
東
出
身
と
い
う
由
緒
の
者
を
見
て
み
る
。
す
る
と
、

直
政
に
出
仕
し
た
年
代
が
判
明
す
る
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
出
仕
時
期
は
天
正
十

八
年
以
降
で
あ
り
、
逆
に
天
正
十
年
か
ら
十
八
年
の
間
に
、
直
政
に
召
し
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

し
、
或
い
は
付
属
さ
せ
ら
れ
た
例
は
少
数
し
か
見
い
だ
せ
な
い
。
つ
ま
り
こ
れ

は
、
天
正
十
八
年
に
直
政
が
上
州
箕
輪
に
入
部
し
て
以
降
、
上
州
の
地
名
を
冠

し
た
宇
津
木
・
小
幡
・
八
木
原
な
ど
、
上
州
の
在
地
武
士
と
思
わ
れ
る
武
士
を

積
極
的
に
召
し
だ
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
と

し
て
は
、
こ
の
『
寛
政
譜
』
な
ど
の
家
臣
団
の
人
数
は
、
直
政
が
上
州
箕
輪
に

入
部
し
て
以
降
の
、
あ
る
時
期
に
お
け
る
人
数
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
、
旧
武
田
家
家
臣
な
ど
を
主
体
と
し
た
直
政
同
心
衆
の
人
数
と
し

て
は
、
木
俣
守
勝
が
集
め
た
甲
州
武
士
の
人
数
だ
け
で
も
百
五
六
十
人
に
な
る

と
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
は
さ
ら
に
多
く
の
武
士
が
直
政
同
心
衆
と
し
て
編
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
二
つ
目
と
し
て
は
、
直
政
の
知
行
地
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
既
に
天
正

十
年
以
前
に
つ
い
て
は
前
述
し
て
い
る
の
で
触
れ
な
い
が
、
で
は
、
そ
れ
以
降

に
は
直
政
の
知
行
地
は
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
出
の
よ
う
に
、
『
寛
政

譜
』
で
は
、
「
駿
河
国
安
倍
郡
鷹
峰
に
を
い
て
加
恩
の
地
を
た
ま
ひ
、
四
万
石

を
領
し
、
」
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
他
の
史
料
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
『
寛
永

譜
』
に
は
、
「
四
万
石
」
の
記
述
は
あ
る
が
、
場
所
に
つ
い
て
は
特
に
書
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

て
い
な
い
。
ま
た
『
由
緒
帳
』
川
手
主
水
家
条
を
見
て
み
る
と
、
初
代
良
則
は

「
同
（
天
正
）
十
一
未
年
、
（
平
出
）
権
現
様
思
召
を
以
、
於
駿
州
阿
部
方
上
之

庄
鷹
ケ
峰
、
（
平
出
）
祥
寿
院
様
（
直
政
）
江
御
附
被
下
置
、
」
と
し
て
、
「
阿

部
方
上
之
庄
鷹
ヶ
峰
」
と
い
う
地
名
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
『
由
緒
帳
』
加

　
　
　
　
　
（
2
8
）

藤
彦
兵
衛
家
条
で
は
、
「
直
政
様
御
代
、
駿
州
方
名
上
二
而
被
召
出
候
由
申
伝

候
、
」
と
し
て
、
「
駿
州
方
名
上
」
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
「
方
上

（
か
た
の
か
み
）
」
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
様
に
記
述
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
が
、
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
を
考
え
て
み
る
と
ど
の
様

で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
「
鷹
ヶ
峰
」
で
あ
る
が
、
こ
の
地
名
は
今
の
と
こ
ろ
、

安
倍
郡
だ
け
で
な
く
他
で
も
確
認
で
き
な
い
。
次
に
「
方
上
」
を
見
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

と
、
こ
れ
は
安
倍
郡
で
は
な
く
益
津
郡
に
属
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
寛
政
譜
」

の
「
安
倍
郡
鷹
ヶ
峰
」
の
記
述
は
確
認
で
き
な
い
。
で
は
、
こ
こ
で
出
て
き
た
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「
方
上
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
・
「
由
緒
帳
』
＝
一
浦
与
右
衛
門
駈
麹
に
よ
れ
ば
・

「
権
現
様
江
被
召
出
、
天
正
十
年
二
片
山
・
吉
川
・
方
之
上
於
三
ヶ
所
二
為
本

領
被
下
置
、
御
朱
印
頂
戴
所
持
仕
候
、
」
と
し
て
、
「
方
之
上
」
（
方
上
）
で
天

正
十
年
に
本
領
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
同
時
期
に
直
政
の

所
領
が
同
地
で
四
万
石
分
も
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
参
考
ま
で
に
、
家
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
平
）

家
臣
で
天
正
十
一
年
に
知
行
地
を
拝
領
し
た
松
井
康
親
の
場
合
を
見
て
み
る

と
、
屡
州
於
河
原
甕
万
五
千
貫
文
・
同
河
原
二
郡
之
郡
代
之
事
4
と
し

て
、
弐
万
五
千
貫
文
と
河
原
二
郡
（
駿
東
郡
・
富
士
郡
）
の
郡
代
を
宛
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
松
井
の
例
か
ら
行
く
と
、
四
万
石
と
い
う
知
行
地
と
も
な
る

と
、
郡
単
位
ぐ
ら
い
の
知
行
が
想
定
さ
れ
、
｝
つ
の
「
庄
」
や
「
郷
」
位
で
は

と
う
て
い
釣
り
合
わ
な
い
だ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
「
安
倍
郡
鷹
ケ
峰
」
は

確
認
で
き
ず
、
「
方
上
」
も
他
に
本
領
安
堵
さ
れ
て
い
る
者
が
存
在
す
る
こ
と

な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
直
政
が
四
万
石
の
知
行
地
を
持
っ
て
い
た
と
は

考
え
に
く
い
。
井
伊
谷
本
領
と
の
比
較
か
ら
い
っ
て
も
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
な
ぜ
四
万
石
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
先
程
引
用
し
た
「
由
緒
帳
』
は
、
後
に
彦
根
藩
士
と
な
っ
た

者
が
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
の
数
人
が
「
方
上
」
に
つ
い
て
記

述
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
注
目
で
き
る
。
こ
の
内
、
川
手
や
三
浦
な
ど
は
、

家
康
よ
り
「
上
意
」
で
直
政
に
「
御
附
」
ら
れ
た
と
い
う
由
緒
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
時
は
ま
だ
、
主
従
制
の
上
で
は
家
康
が
依
然
と
し
て
主
人
で
あ
り
、

直
政
は
同
じ
従
者
の
中
で
の
上
司
で
あ
っ
て
主
人
で
は
な
い
と
い
う
状
態
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳

し
く
述
べ
な
い
が
、
結
論
を
言
え
ば
、
四
万
石
と
い
う
の
は
こ
れ
ら
直
政
の
下

に
付
け
ら
れ
た
、
直
政
の
部
下
で
あ
る
同
心
衆
と
直
政
の
知
行
地
の
総
和
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
直
政
「
自
身
」
の
知
行
地
が
四

万
石
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
直
政
の
同
心
衆
の
知
行
地
を
足
し
た
結
果
が
四

万
石
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
寛
政
譜
』
な
ど
、
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
と
き

に
、
以
上
の
と
こ
ろ
が
混
合
さ
れ
て
し
ま
っ
て
あ
た
か
も
直
政
の
知
行
地
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
直
政

の
知
行
地
と
し
て
は
、
徳
川
家
家
臣
団
内
で
の
直
政
の
地
位
が
上
昇
し
て
お

り
、
知
行
地
を
拝
領
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
が
、
本
領
の
井
伊
谷
周
辺
を
合

わ
し
て
考
え
て
も
、
松
井
康
親
の
例
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
知
行

地
を
領
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
が
、
関
東
入
部
前
の
直
政
の
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
次
か
ら
は
、
天

正
十
年
以
降
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
、
直
政
同
心
衆
の
編
成
過
程
と
そ
の
性
格
に

つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

②
木
俣
清
左
衛
門
守
勝
が
収
集
、
構
成
の
主
体
と
な
っ
た
「
甲
州
同
心
衆
」

　
こ
こ
で
は
、
直
政
の
同
心
衆
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
の
中
で
も
木

俣
清
左
衛
門
守
勝
に
よ
っ
て
収
集
、
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
旧
武
田
家
家
臣
の
者

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
（
以
下
「
甲
州
同
心
衆
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
ま
ず
、
木
俣
清
左
衛
門
守
勝
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
「
由
緒
帳
」
　
に
よ

れ
ば
、
岡
崎
出
身
で
元
々
は
家
康
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
後
に
徳
川
家
を
出
て
京

都
で
明
智
光
秀
に
仕
え
た
。
後
、
ま
た
家
康
家
臣
に
戻
り
、
以
後
、
若
年
の
直

政
の
た
め
に
補
助
と
し
て
直
政
に
付
属
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
追
々
直
政
の
家
臣

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
の
ち
に
彦
根
藩
が
立
藩
し
家
臣
団
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
く

る
と
、
家
格
、
石
高
と
も
に
彦
根
藩
中
で
最
高
と
な
る
者
で
あ
る
。

　
木
俣
守
勝
に
よ
る
旧
武
田
家
家
臣
の
取
り
立
て
に
つ
い
て
は
前
述
し
て
い
る



井伊直政家臣団の形成と徳川家中での位置55

と
お
り
で
、
「
武
田
家
一
条
、
山
懸
、
土
屋
、
原
四
組
侍
勇
名
有
者
、
」
を
取
り

集
め
た
と
し
て
、
一
条
、
山
縣
、
土
屋
、
原
の
各
組
同
心
衆
を
中
心
と
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
何
故
こ
の
四
組
の
同
心
衆
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、
家
康
家
臣
と
な
っ
た
旧
武
田
家
家

臣
の
う
ち
、
頭
（
寄
親
）
の
元
に
編
成
さ
れ
て
い
た
同
心
衆
に
つ
い
て
、
『
天

正
壬
午
武
田
諸
士
起
請
麺
（
以
下
『
起
蔓
』
・
略
）
・
記
警
れ
て
い
鷺

団
別
に
、
ど
の
様
な
傾
向
が
あ
る
か
見
て
み
よ
う
。
煎
本
増
夫
氏
に
よ
れ
ば
、

旧
武
田
家
家
臣
で
家
康
に
出
仕
し
た
同
心
衆
の
内
、
頭
（
寄
親
）
が
存
命
中
の

同
心
衆
は
、
元
の
頭
の
下
に
再
付
属
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
こ
の
同
心
衆
の
頭
の
一
人
で
、
家
康
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

臣
と
な
っ
た
駒
井
政
直
へ
の
家
康
の
本
領
安
堵
状
を
見
て
み
る
と
、
「
同
心
被

官
人
事
」
と
し
て
、
同
心
も
そ
れ
ま
で
と
同
様
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
心
衆
に
お
い
て
は
頭
の
生
存
が
一
つ
の

要
素
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
こ
こ
で
対
象
と
な
っ
て
い

る
一
条
、
山
縣
、
土
屋
、
原
四
組
同
心
衆
の
頭
は
ど
の
様
な
状
態
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
前
出
の
煎
本
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
四
組
の
同
心
衆
の
頭
（
寄

親
）
は
、
こ
の
天
正
十
年
の
本
能
寺
の
変
以
後
に
お
い
て
は
、
既
に
死
亡
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
他
に
、
小
山
田
備
中
衆
や
後
典
厩
衆
が
あ
る
が
、
そ

の
動
向
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
）
結
局
の
と
こ
ろ
、
頭
の
い
る

同
心
衆
や
武
田
家
の
直
臣
層
を
は
ず
し
て
い
っ
た
結
果
と
し
て
、
　
一
条
、
山

縣
、
土
屋
、
原
の
各
組
同
心
衆
を
中
心
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
様
に
木
俣
守
勝
に
よ
っ
て
、
一
条
、
山
縣
、
土
屋
、
原
の
各
組
同
心
衆

を
中
心
と
し
た
甲
州
侍
を
家
康
の
元
に
出
仕
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
れ

ら
の
各
同
心
衆
は
そ
の
後
ど
の
様
に
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前

　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

出
の
『
木
俣
自
記
』
を
見
て
み
る
と
、

　
「
家
康
公
上
意
、
井
伊
兵
部
少
輔
御
取
立
、
甲
州
の
諸
士
を
以
、
直
政
二
付

　
　
さ
せ
ら
る
＼
と
い
へ
と
も
、
直
政
年
若
也
、
諸
士
無
頭
陣
参
の
節
、
此
儀

　
　
如
何
、
已
後
大
切
の
合
戦
有
之
時
、
汝
直
政
を
補
佐
し
、
大
功
を
立
へ
き

　
　
也
と
、
家
康
公
御
脇
刀
を
以
、
某
に
被
仰
付
、
御
懇
之
上
意
也
、
」

と
し
・
ま
た
・
『
由
緒
蝿
を
見
て
み
る
と
・
「
権
現
様
上
意
二
而
土
佐
（
守

勝
）
儀
甲
州
侍
之
物
頭
二
被
仰
付
、
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
甲
州
侍
を
連
れ
帰
っ

た
後
、
「
御
奏
者
仕
御
礼
仕
せ
候
筋
目
御
座
候
由
、
惣
而
土
佐
御
家
中
江
御
附

被
成
候
而
、
」
と
し
て
、
木
俣
守
勝
が
甲
州
侍
を
家
康
に
取
り
次
ぎ
、
起
請
文

の
提
出
や
知
行
地
安
堵
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
縁
を
以
て
守
勝
を
甲
州
侍

の
物
頭
に
就
任
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
様
に
一
条
．
山
縣
．
土

屋
・
原
の
各
同
心
衆
は
、
木
俣
守
勝
の
元
で
編
成
さ
れ
、
直
政
1
木
俣
守
勝
ー

「
甲
州
同
心
衆
」
（
一
条
・
山
縣
・
土
屋
・
原
）
と
い
う
指
揮
系
統
（
軍
事
面
）

の
も
と
に
お
か
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
同
心
衆
の
土
地
を
媒
介
と
し
た
主

従
関
係
は
、
本
領
安
堵
を
家
康
か
ら
受
け
た
り
起
請
文
の
提
出
先
が
家
康
で

あ
っ
た
り
と
依
然
と
し
て
各
々
家
康
と
の
間
に
あ
り
、
直
政
・
木
俣
守
勝
間
の

関
係
も
「
御
附
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
同
じ
家
康
家
臣
の
中
で
の
上

司
と
部
下
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　
で
は
、
木
俣
守
勝
支
配
下
の
「
甲
州
同
心
衆
」
の
性
格
は
ど
の
様
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
一
つ
の
事
例
と
し
て
は
、
天
正
十
三
年
の
信
州
上
田
城
の
真
田

昌
幸
攻
め
が
あ
る
。
同
年
閏
八
月
二
十
八
日
、
「
井
伊
兵
部
少
輔
同
心
中
」
に

対
し
て
家
塞
施
が
出
さ
れ
る
・
こ
の
「
同
・
い
」
で
あ
る
が
、
・
の
直
政
同
心

中
へ
の
家
康
書
状
は
木
俣
家
文
書
と
し
て
木
俣
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
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主
に
「
甲
州
同
心
衆
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
こ
こ
で
宛
先
に

注
目
し
て
み
る
。
す
る
と
、
宛
先
は
「
同
心
中
」
宛
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時

直
政
が
薩
し
て
い
な
い
と
い
う
・
と
が
窺
わ
れ
る
・
『
寛
政
強
に
よ
れ
ば
・

「（

V
正
十
三
年
八
月
）
直
政
家
臣
木
俣
清
三
郎
守
勝
、
松
下
源
左
衛
門
某
を
し

て
こ
の
軍
に
し
た
が
は
し
む
」
と
あ
り
、
「
（
同
年
閏
八
月
）
直
政
大
須
賀
康

高
、
松
平
康
重
等
と
、
も
に
お
ほ
せ
を
う
け
た
ま
は
り
て
、
上
田
に
い
た
り
、

兵
を
お
さ
め
て
か
へ
る
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
直
政
の
指
揮
の
元
で

出
陣
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
「
甲
州
同
心

衆
」
は
直
政
の
軍
団
に
所
属
し
て
い
る
が
、
実
際
は
木
俣
守
勝
の
指
揮
下
で
従

軍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
直
政
と
同
心
衆
の
関
係
の
薄
さ
を
表

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
甲
州
同
心
衆
」
は
直
政
の
軍
団
、

同
心
衆
で
あ
る
が
、
木
俣
な
ど
の
物
頭
の
統
制
が
強
く
、
逆
に
直
政
と
同
心
間

の
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
え
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
は
、
家
康
が
木
俣
な
ど
の
直
政
同

心
衆
の
物
頭
を
直
接
掌
握
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
政
の
木
俣
配
下
の
「
甲
州

同
心
衆
」
に
対
す
る
独
自
の
統
制
力
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
と
思
わ
れ
、
家
康

が
物
頭
を
通
し
て
ほ
ぼ
直
政
の
軍
団
の
統
制
権
を
握
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
直
政
を
木
俣
守
勝
の
上
に
置
き
な

が
ら
も
、
家
康
1
（
直
政
）
1
木
俣
1
「
甲
州
同
心
衆
」
と
い
う
指
揮
系
統
が
存

在
し
、
直
政
と
は
別
個
に
軍
事
行
動
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
点
が
、
木
俣
守

勝
配
下
の
「
甲
州
同
心
衆
」
の
性
格
と
言
え
る
だ
ろ
う
し
、
他
の
物
頭
に
率
い

ら
れ
た
集
団
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
言
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

③
直
政
が
主
体
と
な
っ
て
編
成
し
た
旧
武
田
家
家
臣

　
で
は
次
に
、
木
俣
守
勝
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
編
成
し
そ
の
指
揮
下
に
お
い

た
「
甲
州
同
心
衆
」
と
は
別
に
、
直
政
が
主
体
と
な
っ
て
編
成
し
た
と
思
わ
れ

る
旧
武
田
家
家
臣
に
つ
い
て
、
そ
の
直
政
同
心
衆
へ
の
編
成
過
程
を
見
て
い
き

た
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
旧
武
田
家
家
臣
を
「
甲
州
衆
」
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。

　
で
は
、
最
初
に
ど
の
様
な
性
格
を
持
っ
た
武
士
達
が
「
甲
州
衆
」
に
編
成
さ

れ
て
い
・
た
か
に
つ
い
て
み
て
み
よ
見
『
寛
政
譜
」
に
よ
論
ギ
家
臣
山
下

内
記
某
、
（
中
略
）
河
野
内
記
某
等
に
各
采
地
の
御
朱
印
を
下
さ
る
。
」
と
し

て
、
山
下
内
記
以
下
十
三
名
を
「
家
臣
」
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
十
三
人

は
特
に
朱
印
状
が
残
っ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
に
も
多
く
の
者
が
存
在

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
十
三
名
を
材
料
に
し
て
見
て
い

く
。
こ
の
十
三
名
に
つ
い
て
、
『
起
請
文
』
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
衆
別
に
所

属
衆
を
調
べ
て
み
る
と
、
前
述
の
｝
条
・
山
縣
・
土
屋
・
原
四
組
の
各
同
心
衆

以
外
に
も
、
御
蔵
前
衆
・
二
十
人
衆
・
駿
河
衆
な
ど
、
他
の
衆
に
属
す
る
人
物

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
（
表
1
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
家
臣
」
と
さ
れ
て
い
る

も
の
達
に
関
し
て
は
、
特
に
前
述
の
一
条
・
山
縣
・
土
屋
・
原
四
組
の
各
同
心

衆
に
は
限
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
で
は
、
他
に
ど
の
様
な
特
徴

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
も
の
達
に
家
康
か
ら
下
さ
れ
た
朱

印
状
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
直
政
が
奉
者
と
し
て
関
与
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
（
同
表
）
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
「
家
臣
」
が
家
康
に
出
仕
す
る
と

き
に
、
直
政
の
取
り
次
ぎ
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
ど
の
様
に
し
て
直
政
「
家
臣
」
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に

つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
】
例
と
し
て
『
由
緒
帳
」
齋
藤
半
兵
衛
家
条
を
見
て
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表1　『寛政譜』に「家臣」として記載されている旧武田家家臣

人名 所属衆 日付（天正） 貫高
被官など

ﾌ有無
奉者 子孫

山下内記 御蔵前 10．8．20 81貫200文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

11．後1．14 336貫200文

河西喜兵衛充良 二十人 10．11．8 47貫800文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

神戸平六 10．11．17 43貫500文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

三浦彌一郎 （駿河） 10．11．26 73貫650文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

渡邊式部丞吉繁 10．11．27 50貫文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

齋藤半兵衛昌賢 （駿河） 10．11．27 46貫500文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

石黒将監 山縣 10．11．28 77貫800文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

11．9．28 井伊兵部少輔直政

功刀介七郎 （原） 10．12．3 3貫100文 被官 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

成島勘五郎宗勝 山縣 10．12．7 9貫700文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

岡市丞 一条 10．12．9 4貫文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

早川彌三左衛門尉
i幸豊）

前土屋 11．後1．14 39貫文 井伊家家臣

廣瀬美濃守景房 山縣 11．9．28 129貫文 井伊兵部少輔直政 井伊家家臣

『新訂寛政重修諸家譜』、『徳川家康文書の研究』、『濱松御在城記』他の「天正壬午武田諸士起請文」より

作成。

　
（
4
1
）

み
る
と
、
「
天
正
十
年
権
現
様
へ
直
政
様
祖
父
半
兵
衛
義
御
借
し
被
遊
被
下
置

候
様
に
と
言
上
被
為
遊
、
御
借
人
に
而
御
家
へ
罷
出
候
、
」
と
し
て
、
直
政
の

家
康
へ
の
願
い
上
げ
に
よ
り
、
半
兵
衛
が
「
御
借
人
」
と
し
て
直
政
に
付
属
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
以
外
に
編
成
過
程
を
表
す
史

料
は
確
認
で
き
な
い
が
、
で
は
直
政
の
元
に
付
属
さ
れ
る
前
は
ど
の
様
な
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

で
あ
っ
た
の
か
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
三
浦
十
左
衛
門
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
み
る
。
前
述
の
「
家
臣
」
と
さ
れ
る
十
三
人
の
「
甲
州
衆
」
の
中
に
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
元
今
川
家
家
臣
で
あ
る
の
で
「
甲
州
衆
」
と
は
性
格

が
異
な
る
が
、
後
に
「
駿
河
衆
」
と
し
て
同
心
衆
と
は
別
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

人
物
で
あ
る
の
で
参
考
ま
で
に
見
て
み
よ
う
。
三
浦
十
左
衛
門
安
久
と
家
康
と

の
関
わ
り
は
・
天
正
＋
年
八
月
二
＋
二
日
付
の
朝
比
奈
泰
墓
施
の
中
に
暑

れ
る
。
こ
の
中
で
、
「
安
久
御
高
名
の
旨
、
左
衛
門
尉
・
井
兵
も
御
前
二
、
御

座
所
二
而
殿
様
へ
不
大
形
義
差
合
申
之
由
、
」
と
し
て
、
朝
比
奈
泰
重
が
酒

井
忠
次
・
井
伊
直
政
も
同
席
の
上
で
、
家
康
に
安
久
の
高
名
と
取
り
な
し
を

願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
猶
以
殿
様
御
前
に
て
井
兵
も
念
を
入

罷
合
申
由
候
」
と
し
て
、
直
政
が
こ
の
こ
と
に
関
与
し
て
い
る
様
子
が
窺
え

る
。
元
々
、
今
川
氏
真
の
朱
印
状
を
所
持
し
、
家
康
の
御
前
で
個
別
的
に
名
前

が
挙
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
今
川
家
の
重
要
な
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
書
状

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
家
康
に
仕
官
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
例
で
は
、

三
浦
十
左
衛
門
は
朝
比
奈
泰
重
の
願
い
上
げ
の
元
に
、
酒
井
忠
次
・
井
伊
直
政

の
取
り
次
ぎ
を
以
て
家
康
の
家
臣
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
今
川
家
に
と
っ
て
重

要
な
位
置
付
け
が
さ
れ
る
様
な
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
直
政
が
奉
者
と
し
て
或
い
は
そ
の
他
の
別
の
機
会
に

関
与
し
た
も
の
の
中
か
ら
、
直
政
が
主
体
と
な
っ
て
、
自
分
に
付
属
す
る
も
の
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を
選
ぼ
う
と
し
て
い
た
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
は
、
家
康
よ
り
「
御
借
」
す
る
と
い
う
も
の
で
、
「
御
借
人
」

と
い
う
言
い
方
も
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
特
に
武
田
家
で
属
し
て

い
た
衆
は
、
一
条
。
山
縣
・
土
屋
・
原
の
四
つ
の
同
心
衆
に
限
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
三
浦
十
左
衛
門
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
今
川
家
で
重
要
な
位
置
付

け
で
あ
っ
た
な
ど
、
別
の
要
因
に
よ
っ
て
選
別
さ
れ
て
い
る
と
言
え
、
ま
た

「
甲
州
同
心
衆
」
の
よ
う
に
集
団
的
で
は
な
く
、
個
別
的
に
付
属
さ
れ
て
い
る

傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
様
に
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
「
甲
州
衆
」
な
ど
の
、
直
政
編
成
の
同
心
衆

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
も
「
甲
州
同
心
衆
」
と
同
様
に
土
地
を
媒
介
と

し
た
主
従
関
係
は
家
康
と
の
間
で
結
ば
れ
て
お
り
、
直
政
自
身
の
家
臣
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
先
程
か
ら
出
て
い
る
よ
う
に
「
御
借
人
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
身
分
に
よ
っ
て
も
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
御
借
人
」
と
い
う
身

分
は
家
康
か
ら
借
り
た
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
前
出
の
「
御
附
人
」
と

は
家
康
に
よ
っ
て
付
属
さ
れ
た
と
い
う
、
行
為
の
施
行
者
と
対
象
の
違
い
に

よ
っ
て
呼
び
方
が
違
う
の
で
あ
っ
て
、
本
質
的
に
は
家
康
家
臣
で
あ
り
な
が
ら

直
政
の
元
で
軍
事
行
動
な
ど
を
行
う
と
い
う
点
で
は
同
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
「
家
臣
」
と
さ
れ
る
十
三
人
に
つ
い
て
も
、
家
康
よ
り
の
朱
印
状

を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
（
天
正
十
八
年
ま
で
に
）
直
政
の
所
領
安
堵

状
な
ど
を
も
ら
っ
て
い
る
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
天
正
十
年
か

ら
同
十
八
年
ま
で
の
問
で
、
直
政
家
臣
と
し
て
仕
え
た
記
述
や
史
料
等
は
ほ
と

ん
ど
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
直
政
に
付
属
さ
せ
ら
れ
た
も
の
達
は
「
御
借
人
」
と
い

う
身
分
で
、
直
政
と
は
主
従
関
係
が
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
前
出
の
「
甲

州
同
心
衆
」
の
場
合
と
違
う
の
は
、
直
政
1
「
甲
州
衆
」
と
い
う
指
揮
形
態
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
直
政
と
の
距
離
が
近
い
関
係
で
あ
る
と
言
え

る
。
家
康
か
ら
付
属
さ
れ
た
木
俣
守
勝
な
ど
は
物
頭
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

直
政
編
成
の
同
心
衆
の
構
成
員
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
位
置
付
け
と
し
て
は
木
俣
守
勝
な
ど
物
頭
よ
り
は
下
位
で
あ
る
が
、
甲

州
同
心
衆
な
ど
の
物
頭
の
指
揮
下
の
同
心
衆
よ
り
は
上
位
で
あ
り
、
直
政
の
馬

廻
り
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
　
天
正
十
八
年
の
家
康
の
関
東
入
部
と
直
政
家
臣
団
の
形
成

①
直
政
の
知
行
地
拝
領

　
ま
ず
最
初
に
、
直
政
に
宛
行
わ
れ
た
知
行
地
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

『
寛
政
譜
」
等
に
よ
れ
ば
、
家
康
が
関
東
に
入
部
し
た
折
に
、
直
政
は
上
野
国

箕
輪
城
十
二
万
石
を
拝
領
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
直
政
の
箕
輪
十
二
万
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

拝
領
に
つ
い
て
は
、
秀
吉
の
意
志
が
関
与
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
特
に
触
れ
な
い
。
こ
の
箕
輪
十
二
万
石
で
あ
る
が
、

徳
川
家
中
に
お
い
て
は
最
高
の
石
高
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
次
に
高
い
石
高
を

持
つ
の
は
、
榊
原
康
政
の
上
野
国
館
林
十
万
石
と
本
多
忠
勝
の
上
総
国
大
多
喜

十
万
石
で
、
そ
の
次
に
な
る
と
大
久
保
忠
世
の
相
模
国
小
田
原
四
万
五
千
石
と

な
り
、
井
伊
直
政
・
榊
原
康
政
・
本
多
忠
勝
の
三
人
が
十
万
石
を
越
え
て
、
徳

川
家
中
に
お
い
て
格
段
に
高
い
知
行
を
宛
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
、
直
政
の
知
行
地
に
お
け
る
領
主
的
側
面
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

に
天
正
十
九
年
と
推
定
さ
れ
る
五
月
三
日
付
井
伊
直
政
黒
印
状
に
よ
る
と
、

「
去
年
之
未
進
、
し
や
め
ん
せ
し
め
候
間
、
」
と
し
て
、
ま
た
「
国
替
二
付
而
、

致
欠
落
百
姓
、
何
も
如
前
々
可
帰
事
、
」
と
し
て
、
前
年
の
年
貢
の
未
進
や
百
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姓
の
欠
落
に
つ
い
て
赦
免
す
る
な
ど
、
前
年
の
家
康
の
関
東
へ
の
国
替
え
に
関

連
し
て
、
自
分
の
領
内
統
治
に
関
し
て
、
新
た
な
領
主
と
し
て
在
地
に
気
を

遣
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
慶
長
元
年
四
月
十
八
日
付
の
検
地
に
関

　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

す
る
井
伊
直
政
定
書
に
よ
れ
ば
、
領
内
の
上
野
国
群
馬
郡
濱
尻
村
に
対
し
、

「
な
は
う
ち
」
す
る
こ
と
に
対
す
る
定
め
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、

①
「
拾
武
万
貫
文
之
都
合
」
を
「
あ
ら
た
む
へ
き
た
あ
」
に
「
な
は
う
ち
」
さ

せ
る
と
い
う
も
の
。
②
「
な
は
う
ち
」
す
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
理
由
に

耕
作
を
止
め
て
は
な
ら
な
い
し
、
③
「
諸
給
人
」
の
知
行
方
を
今
ま
で
と
替
え

て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
領
主
と
し
て
最
も
重
要
で
あ

る
自
己
の
領
内
の
把
握
を
、
こ
の
時
点
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で

き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
こ
れ
は
、
家
康
の
代
官
衆
に
よ
る
検
地
で
は
な
く
直
政
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

身
に
よ
る
私
検
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
代
官
衆
に
よ
る
検
地
は
直
政
の
転
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

後
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
直
政
が
領
主
と
し
て
存
在
し
て
い
た
間
は

直
政
に
よ
る
検
地
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
様
に
、
箕
輪
に
転
封
し
て
以
後
、
直
政
に
よ
っ
て
領
内
に
対
す
る
検
地

な
ど
の
領
内
統
治
に
関
す
る
施
策
が
行
わ
れ
、
領
主
と
し
て
領
内
統
治
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
直
政
同
心
衆
と
の
間
で
の
主
従
関
係
の
変
化

　
で
は
次
に
、
前
述
し
た
直
政
の
同
心
衆
と
直
政
と
の
間
で
の
主
従
制
の
変
化

に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　
最
初
に
家
康
の
関
東
入
部
前
の
状
況
を
確
認
し
て
お
く
。
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
関
東
入
部
以
前
は
直
政
と
同
心
衆
の
間
で
は
主
従
関
係
が
な
い
。
主
従
関

係
が
あ
る
の
は
家
康
と
の
問
で
、
そ
の
点
で
は
直
政
も
同
様
で
あ
っ
た
。
直
政

と
の
関
係
は
、
主
従
関
係
の
上
で
は
同
じ
家
康
家
臣
と
し
て
同
列
で
あ
り
、
そ

の
中
で
い
わ
ば
上
司
と
部
下
と
の
よ
う
な
関
係
で
あ
り
、
指
揮
系
統
と
し
て
上

下
が
あ
っ
た
と
し
て
も
主
従
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
直
政
と
同
心
衆
の
関

係
が
、
関
東
入
部
以
降
ど
の
様
に
変
わ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
変
わ
ら
な
か
っ
た

の
か
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
二
月
一
日
、
直
政
が
近
江
国
佐
和
山
で
死
去
す
る

と
、
直
政
家
臣
の
三
浦
安
久
が
家
康
の
元
に
呼
ば
れ
て
拝
謁
し
、
江
戸
年
寄
衆

よ
り
直
政
の
家
臣
の
鈴
木
重
好
・
木
俣
守
勝
・
西
郷
正
員
に
対
し
て
連
署
奉
書

　
　
　
　
　
（
4
9
）

が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三
人
の
家
臣
は
元
々
家
康
家
臣
で
直
政
に
付
属

さ
れ
た
者
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
「
右
近
殿
（
直
勝
）
へ
各
御
奉
公
、
可
為

御
奉
公
肝
要
候
旨
直
二
被
仰
付
候
、
」
と
し
て
、
「
奉
公
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
「
奉
公
」
の
対
象
が
家
康
で
は
な
く
、
直
政
の
嫡
子

直
勝
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
年
不
詳
で
あ
る
が
直
政
生
存
時
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

と
思
わ
れ
る
三
浦
十
左
衛
門
宛
て
近
藤
秀
用
書
状
が
あ
る
。
こ
の
時
の
近
藤
秀

用
は
直
政
の
家
臣
に
な
る
こ
と
を
拒
否
し
て
浪
人
中
で
あ
り
（
そ
れ
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
が
）
、
こ
の
中
で
「
其
元
御
息
災
二
而
御
奉
公
被
仕
候
由
目
出
度

存
候
、
」
と
し
て
、
「
付
人
」
で
あ
る
三
浦
安
久
が
、
直
政
に
対
し
て
「
御
奉

公
」
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
関
東
入
部
以
降
、
少
な
く
と
も
直

政
生
存
中
に
は
主
従
関
係
が
家
康
と
の
関
係
か
ら
直
政
と
の
間
で
の
関
係
へ
と

変
化
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
家
臣
の
性
格
で
あ
る
が
、
ま
ず
関
東
入
部
以
前
に
つ
い
て

み
て
み
る
。
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
一
つ
の
性
格
と
し
て
「
物
主
」
と
言
わ
れ

る
様
な
、
同
心
衆
を
統
括
す
る
頭
と
し
て
の
性
格
が
あ
る
。
ま
た
、
他
の
性
格

に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
天
正
十
八
年
の
小
田
原
の
陣
の
時
の
も
の
で
あ
る
と
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（
5
1
）

思
わ
れ
る
三
浦
十
左
衛
門
宛
て
書
状
が
二
通
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
ま
ず
四

　
　
　
　
　
（
5
2
）

月
十
六
日
付
書
状
で
は
木
俣
守
勝
一
人
で
三
浦
な
ど
に
鉄
炮
運
搬
を
命
じ
て
お

り
、
ま
た
「
地
下
御
朱
印
之
義
も
調
申
候
間
、
在
所
之
名
を
書
付
候
、
」
と
し

て
、
上
位
者
（
こ
の
場
合
、
誰
の
朱
印
を
指
し
て
い
る
の
か
判
断
で
き
な
い
）

か
ら
の
朱
印
状
を
発
給
す
る
性
格
も
帯
び
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
同
月

　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

十
七
日
付
書
状
で
は
、
近
藤
秀
用
・
椋
原
正
直
・
木
俣
守
勝
の
連
署
と
な
っ
い

る
が
、
こ
ち
ら
も
鉄
炮
の
こ
と
を
三
浦
な
ど
に
申
し
付
け
る
等
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
木
俣
以
外
の
近
藤
・
椋
原
に
つ
い
て
も
こ
の
点
に
於
い
て
は
木
俣
と
同

様
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
三
人
は
直
政

を
頂
点
と
し
た
軍
事
組
織
の
中
で
、
三
浦
な
ど
に
対
し
て
独
自
に
命
令
を
下
す

こ
と
が
出
来
る
様
な
位
置
、
後
の
彦
根
藩
で
の
「
老
中
」
や
他
藩
の
「
家
老
」

や
「
年
寄
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
逆
に
一
二
浦

な
ど
は
、
「
物
主
」
な
ど
の
性
格
は
見
ら
れ
ず
、
木
俣
な
ど
の
階
層
よ
り
一
段

下
の
地
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
位
置
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
で
は
次
に
、
関
東
入
部
以
降
の
家
臣
の
性
格
は
ど
の
様
で
あ
ろ
う
か
。
近
藤

秀
用
と
と
も
に
井
伊
谷
三
人
衆
で
あ
っ
た
鈴
木
重
好
と
「
物
主
」
の
木
俣
守
勝

に
つ
い
て
は
、
彦
根
城
建
築
中
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
鈴
木
・
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

俣
等
宛
本
多
正
信
書
状
を
見
て
み
る
と
、
彦
根
城
普
請
の
話
と
共
に
鈴
木
・
木

俣
が
病
気
で
あ
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
大
久
保
長
安
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

そ
の
す
ぐ
後
に
鈴
木
・
木
俣
等
宛
に
書
状
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
で
も
彦

根
城
の
普
請
と
共
に
両
人
の
病
気
に
つ
い
て
家
康
よ
り
薬
を
下
さ
れ
た
旨
が
書

か
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
両
人
の
病
気
の
こ
と
が
内
容
の
一
つ
と
し
て
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
両
書
状
と

も
宛
先
は
、
前
者
は
「
鈴
石
州
様
・
木
土
州
様
・
人
々
御
中
」
、
後
者
は
「
鈴

木
石
口
口
（
見
殿
）
・
木
俣
土
佐
殿
・
人
々
御
中
」
と
な
っ
て
お
り
、
鈴
木
・

木
俣
が
井
伊
家
を
代
表
す
る
家
臣
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
家
康
よ
り
直
に
薬
を
賜
り
書
札
礼
で
も
「
殿
」
「
様
」
を
混
同
し

て
い
る
な
ど
か
ら
も
、
元
々
家
康
直
臣
で
有
り
な
が
ら
今
は
井
伊
家
家
臣
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
微
妙
な
位
置
付
け
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
江
戸

年
寄
連
署
奉
書
に
見
ら
れ
る
西
郷
正
員
、
小
田
原
の
陣
の
時
の
椋
原
正
直
な
ど

も
同
様
の
性
格
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
『
木
俣

　
　
　
（
5
6
）

自
記
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
勝
）

　
「
一
、
慶
長
十
一
年
丙
午
、
守
勝
病
身
た
る
を
以
直
継
二
申
、
国
政
所
務
鈴

　
　
木
石
見
守
に
引
渡
す
、
然
る
所
鈴
木
と
西
郷
伊
豫
・
椋
原
壱
岐
井
諸
士
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欠
）

　
　
質
争
論
、
家
中
ニ
ツ
ニ
分
れ
騒
動
不
止
、
口
方
土
ハ
ニ
伏
見
二
行
、
（
台
頭
）

　
　
家
康
公
江
訴
之
、
（
後
略
）
」

と
し
て
、
慶
長
十
一
年
、
木
俣
守
勝
が
病
気
の
た
め
「
国
政
所
務
」
を
鈴
木
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

好
に
引
き
渡
し
た
と
こ
ろ
、
鈴
木
重
好
と
西
郷
重
員
・
椋
原
正
直
井
諸
士
と
確

執
争
論
に
な
り
、
家
中
が
二
つ
に
分
か
れ
、
伏
見
の
家
康
に
訴
え
出
た
と
有
る

こ
と
か
ら
、
木
俣
・
鈴
木
・
西
郷
・
椋
原
等
が
初
期
彦
根
藩
で
ほ
ぼ
同
等
の
位

置
付
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
家
臣
に
つ
い
て
は
、
井

伊
家
中
で
は
最
上
級
家
臣
と
も
言
う
べ
き
家
臣
の
事
例
で
あ
る
が
、
家
康
へ
の

「
奉
公
」
か
ら
井
伊
家
へ
の
「
奉
公
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
し
か
し
、

大
事
の
時
に
は
家
康
の
所
に
出
向
い
て
行
く
な
ど
、
家
康
と
の
関
係
も
ま
た
有

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
見
た
。
加
え
て
、
こ
れ
に
関
連
す
る
事
例
を

も
う
一
つ
あ
げ
て
お
こ
う
。
慶
長
十
五
年
の
木
俣
守
勝
死
後
に
、
井
伊
家
の
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

置
に
つ
い
て
触
れ
た
同
年
八
月
四
日
付
井
伊
直
孝
書
状
が
あ
る
。
こ
の
中
で
直

孝
は
、
「
其
許
御
家
中
仕
置
、
鈴
木
主
馬
殿
・
椋
原
壱
岐
殿
両
人
二
、
従
駿
府
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年
寄
衆
被
仰
付
候
由
承
候
、
右
京
殿
（
守
勝
子
）
御
沙
汰
何
共
不
承
候
、
是
ハ

何
と
申
た
る
御
事
に
候
哉
、
」
と
し
て
、
当
時
井
伊
家
の
家
督
を
継
い
で
い
た

兄
直
勝
の
家
中
の
仕
置
に
つ
い
て
、
駿
府
年
寄
衆
よ
り
人
事
の
仰
せ
が
あ
っ
た

こ
と
、
守
勝
の
家
督
を
継
い
だ
木
俣
右
京
に
は
そ
の
仰
せ
が
な
く
、
驚
き
を
隠

せ
な
い
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
右
京
を
御
の
け
候
事
、
兵
部
様

（
直
勝
）
御
ち
か
ひ
の
様
二
」
と
し
て
、
右
京
を
登
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

当
主
で
あ
る
直
勝
の
意
向
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
自
分
も
含
め
た
周
り
の
意
志
と

反
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
井
伊
家
の
仕
置
に
つ

い
て
は
、
こ
の
時
の
井
伊
家
当
主
で
あ
る
直
勝
の
意
志
が
反
映
さ
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
、
そ
の
決
定
に
対
し
て
は
、
駿
府
年
寄
衆
よ
り
、
つ
ま
り
家
康
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
井
伊
家
中
は

家
康
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　
次
に
家
康
よ
り
の
「
付
人
」
に
つ
い
て
、
直
政
直
臣
化
へ
む
け
て
直
政
が
ど

の
様
な
意
向
を
持
っ
て
い
た
の
か
見
て
み
よ
う
。
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）

に
書
か
れ
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
近
藤
石
見
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

両
代
覚
書
写
」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
こ
の
近
藤
氏
と
は
、
前
述
の
井
伊
谷
三

人
衆
の
内
の
一
人
で
あ
る
近
藤
家
の
こ
と
で
、
近
藤
康
用
・
秀
用
の
二
代
に
つ

い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

　
　
「
（
関
東
入
部
の
）
其
節
家
中
一
同
二
大
分
之
加
増
之
沙
汰
有
之
二
付
、
依

　
　
之
直
政
先
ツ
権
現
様
江
言
上
申
候
ハ
、
今
度
御
加
増
所
替
故
、
付
人
衆
中

　
　
御
旗
本
江
立
帰
り
申
度
と
申
候
而
茂
御
帰
シ
被
下
間
敷
候
、
若
シ
旗
本
江

　
　
立
帰
り
申
候
ハ
・
、
拙
者
家
来
ノ
多
ハ
御
付
人
故
二
候
得
は
、
明
々
日
何

　
　
事
有
之
候
而
も
軍
役
相
勤
申
候
事
難
成
と
被
申
候
故
、
権
現
様
御
承
引
之

　
　
上
、
成
程
縦
ひ
旗
本
江
立
帰
り
願
申
候
共
帰
し
申
間
敷
と
被
仰
候
上
二

　
　
て
、
（
後
略
）
」

と
し
て
、
家
康
の
関
東
入
部
に
際
し
て
直
政
の
所
領
が
増
加
す
る
が
、
こ
の
機

会
に
直
政
の
元
を
離
れ
て
旗
本
に
復
帰
し
よ
う
と
す
る
者
が
出
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
こ
れ
を
認
め
る
と
直
政
の
家
臣
団
は
「
付
人
」
主
体
で
あ
る
の

で
、
相
応
の
軍
役
を
務
あ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
し
て
、
家
康
に
対
し
て
旗

本
復
帰
を
認
め
な
い
よ
う
に
と
言
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
逆
に
「
付
人
」
に
対

す
る
対
応
を
見
て
み
る
と
、
°

　
「
直
政
家
中
一
同
二
御
付
人
衆
中
江
被
仰
渡
候
ハ
、
今
度
所
替
二
而
関
東
江

　
　
引
越
申
候
、
各
々
御
旗
本
江
立
帰
り
被
申
度
衆
中
は
勝
手
次
第
立
帰
り
可

　
　
申
候
と
被
申
候
所
、
（
後
略
）
」

と
し
て
、
「
付
人
」
に
対
し
て
は
旗
本
復
帰
を
自
由
に
認
め
る
と
い
う
態
度
を

示
し
た
と
し
て
い
る
。
実
際
に
こ
れ
ら
の
こ
と
が
為
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
判

断
し
が
た
い
が
、
参
考
程
度
と
し
て
「
付
人
」
が
直
政
の
家
臣
と
な
っ
て
い
く

こ
と
に
対
し
て
、
江
戸
中
期
の
人
が
ど
の
様
に
考
え
て
い
た
の
か
が
わ
か
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
直
政
の
家
臣
へ
の
編
入
を
拒
否
し
た
例
も
あ
る
。
ま
ず
一
つ
目
と
し

て
は
、
後
に
旗
本
と
な
っ
た
近
藤
秀
用
の
例
で
あ
る
。
近
藤
秀
用
は
井
伊
谷
三

人
衆
の
一
人
で
あ
り
、
家
康
に
よ
っ
て
井
伊
直
政
に
付
属
さ
れ
て
い
た
。
最
初

に
『
寛
政
譜
』
を
見
て
み
よ
う
。

　
「
（
天
正
）
十
九
年
陸
奥
国
九
戸
一
揆
に
も
直
政
に
属
し
て
彼
城
を
攻
、
（
中

　
　
略
）
の
ち
秀
用
は
御
鷹
下
の
士
に
列
せ
ん
事
を
請
て
直
政
が
許
を
退
去

　
　
　
　
　
（
季
用
力
）

　
　
し
、
男
秀
用
が
も
と
に
寓
居
す
。
慶
長
七
年
め
さ
れ
て
台
徳
院
殿
に
つ
か

　
　
へ
た
て
ま
つ
り
、
上
野
国
邑
楽
郡
青
柳
に
を
い
て
采
地
五
千
石
を
た
ま
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ひ
、
鉄
炮
の
足
軽
五
十
人
を
あ
づ
け
ら
る
。
」

と
し
て
、
天
正
十
九
年
の
九
戸
陣
ま
で
は
直
政
の
元
に
お
り
、
そ
の
後
直
政
の

元
を
退
去
し
て
息
子
季
用
の
所
に
い
た
。
慶
長
七
年
に
直
政
が
死
去
す
る
と
、

秀
忠
の
も
と
に
出
仕
し
て
五
千
石
の
知
行
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
『
引
佐
町
史
』

　
　
　
（
6
0
）

に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
慶
長
八
年
に
は
家
康
の
勘
気
も
と
け
た
が
、
そ
の
背
景
に

は
池
田
輝
政
の
口
添
え
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
と
し
て
お
り
、
直
政
の
元

か
ら
の
退
去
は
家
康
の
許
可
な
し
の
退
去
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に

関
連
し
て
・
井
伊
谷
三
人
衆
の
一
人
で
あ
る
鈴
木
重
好
は
・
『
水
府
系
翫
）
に

よ
る
と
、
後
に
家
康
に
よ
っ
て
、
井
伊
家
を
出
て
家
康
六
男
の
松
平
忠
輝
の
家

老
と
な
り
、
忠
輝
改
易
後
は
水
戸
徳
川
家
の
家
老
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

考
え
る
と
、
「
付
人
」
の
去
就
に
は
家
康
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。

　
で
は
、
何
故
直
政
の
元
を
離
れ
て
旗
本
に
復
帰
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
直
接
示
す
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な

い
。
し
か
し
、
近
藤
秀
用
の
性
格
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
直
政
の
軍
事
組

織
に
於
い
て
「
家
老
」
的
位
置
付
け
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、

家
康
の
遠
江
進
攻
に
際
し
て
本
領
・
新
地
を
安
堵
さ
れ
、
天
正
十
七
年
な
ど
の

検
地
帳
に
も
領
主
と
し
て
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
領
主
と
し
て
の
性
格
も
強
く

持
っ
て
い
た
。
天
正
十
八
年
の
小
田
原
の
陣
に
際
し
て
、
家
臣
の
鈴
木
惣
右
衛

門
正
勝
に
対
し
て
鉄
炮
゜
馬
な
ど
軍
役
を
申
し
付
け
て
い
麺
も
暑
れ
る
’
」

と
か
ら
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
家
老
」
的
な
存
在
で
あ
っ
て
も
、
木

俣
な
ど
の
様
に
「
物
主
」
と
し
て
同
心
衆
の
頭
の
様
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
、
単
独
で
相
当
の
軍
勢
・
軍
役
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
様
に
、
元
々
井
伊
谷
に
所
領
を
持
っ
た
在
地
領
主
と
し
て
、
単
独
で

も
軍
役
を
負
担
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
元
々
直
政

の
軍
事
組
織
内
に
い
た
と
は
い
え
、
独
立
的
な
性
格
が
強
く
、
直
政
の
家
臣
に

な
る
の
を
拒
否
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
後
の
彦
根
藩
の
中

に
、
井
伊
谷
三
人
衆
の
直
系
が
ど
こ
も
讐
な
か
・
た
▼
」
と
か
転
鰯
井
伊
谷

三
人
衆
の
独
立
的
な
性
格
が
窺
わ
れ
る
。

　
以
上
こ
れ
は
、
直
政
の
「
付
人
」
か
ら
旗
本
に
復
帰
し
た
例
で
あ
る
が
、
で

は
他
の
事
例
も
見
て
み
よ
う
。

　
二
つ
目
と
し
て
は
、
家
康
の
関
東
入
国
以
降
八
王
子
に
住
み
、
そ
の
後
浪
人

し
た
山
下
内
記
の
例
が
あ
る
。
こ
の
山
下
内
記
は
、
旧
武
田
家
家
臣
で
天
正
十

年
の
武
田
家
滅
亡
後
に
家
康
の
家
臣
と
な
り
、
直
政
に
付
属
さ
れ
た
者
で
、
前

述
の
通
り
武
田
家
で
は
「
御
蔵
前
衆
」
に
属
し
て
い
る
か
ら
、
直
政
主
体
の
付

属
家
臣
と
も
言
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。
こ
の
山
下
内
記
の
『
由
緒
帳
』
の
記
述

　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

を
見
て
み
て
る
と
、
家
康
家
臣
と
な
っ
た
後
に
「
武
州
八
王
寺
」
に
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
家
康
の
関
東
入
部
後
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

直
政
の
所
領
は
上
野
箕
輪
で
あ
り
八
王
子
は
特
に
直
政
の
所
領
と
は
な
っ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
関
東
入
部
後
に
直
政
の
元
を
退
去
し
て
八
王
子
に
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
子
の
又
右
衛
門
は
幼
い
頃
に
内
記
が
死

に
、
跡
目
相
続
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
大
坂
夏
の
陣
ま
で
甲
州
に
引
き
こ

も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ど
の
様
な
理
由
で
跡
目
相
続
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
は
記
述
が
な
い
が
、
近
藤
秀
用
の
場
合
な
ど
を
考
え
て
み
る
と
、
直
政
の
元

を
退
出
す
る
こ
と
は
家
康
の
許
し
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
家
康
の
関
東
入
部
以
降
、
直
政
の
死
去
以
前
に
は
、
主
従

関
係
が
家
康
と
の
関
係
よ
り
直
政
と
の
関
係
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
近
藤
秀
用
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
さ
ら
に
天
正
十
九
年
の
九
戸
陣
以
降
で
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あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
井
伊
家
家
中
で
の
上
級
家
臣
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
下
の
同
心
衆
に
関
し
て
も
山
下
内
記
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ほ

ぼ
同
様
に
直
政
の
家
臣
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
中
に
は
井
伊

家
を
飛
び
出
た
者
も
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
同
心
衆
以
外
の
直
政
家
臣
団
の
増
加

　
三
つ
目
に
、
関
東
入
部
以
前
か
ら
の
同
心
衆
以
外
に
も
、
箕
輪
に
於
い
て
直

政
家
臣
団
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
ず
『
井
伊
年
譜
』
に
お
い
て
「
小
田
原
衆
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
家
臣
達
が
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
人
数
的
に
は
三
人
ほ
ど

で
あ
る
が
、
そ
の
由
緒
を
見
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
後
北
条
氏
に
仕
え
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
つ
ま
り
後
北
条
氏
旧
臣
の
一
部
は
、
「
小
田
原
衆
」
と
し
て
直
政

の
家
臣
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
小
田
原
衆
」
で
な
く
と
も
、
『
由

緒
帳
』
に
よ
る
と
後
北
条
氏
旧
臣
で
あ
る
と
い
う
由
緒
を
持
っ
て
い
る
者
も
二

人
ほ
ど
い
る
。
さ
ら
に
『
井
伊
年
譜
』
で
は
、
「
上
州
衆
」
或
い
は
「
上
州
白

井
衆
」
、
「
そ
の
他
（
上
州
）
」
な
ど
、
上
野
国
出
身
か
箕
輪
・
高
崎
在
城
時
代

に
出
仕
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
家
臣
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
井
伊
年
譜
』

に
は
な
い
が
、
『
由
緒
帳
』
等
で
は
本
国
が
上
野
国
で
あ
る
者
も
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
後
北
条
氏
旧
臣
と
い
う
由
緒
は
語
っ
て
い
な
い
が
、
上
野
国
の
在
地

武
士
を
積
極
的
に
登
用
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
『
由
緒
帳
』

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

や
「
慶
長
七
年
分
限
帳
」
と
呼
ば
れ
る
分
限
帳
中
で
、
特
に
詳
細
が
わ
か
ら
な

い
家
臣
も
多
い
。
た
だ
、
こ
の
分
限
帳
の
年
代
が
正
し
け
れ
ば
、
井
伊
家
の
所

領
が
慶
長
五
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
以
降
に
近
江
国
佐
和
山
に
十
八
万
石
で
移
っ

て
以
降
そ
れ
ほ
ど
時
が
経
っ
て
い
な
い
時
分
の
家
臣
団
を
表
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
詳
細
不
明
の
家
臣
の
多
く
は
箕
輪
・
高
崎
時
代
に
仕
え
始

め
た
者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
上
野
の
在
地
武
士
で
あ
る
の
か
、
そ

れ
と
も
他
国
の
浪
人
等
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
関
東
入
部
以
降
に
積
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

的
に
家
臣
を
召
し
出
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四
　
ま
と
め

　
抑
も
井
伊
家
は
、
遠
江
で
古
く
か
ら
勢
力
を
持
っ
て
お
り
、
遠
江
の
有
力
領

主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
南
朝
方
と
し
て
北
朝
方
に
敗
れ
る
と
、
そ
の
後
は
あ

ま
り
表
面
に
は
出
て
こ
な
く
な
る
。
戦
国
期
に
は
い
る
と
、
今
川
家
の
家
臣
と

し
て
の
井
伊
家
の
姿
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
、
家
康
に
よ
っ
て
井
伊
谷
が
占

拠
さ
れ
る
に
い
た
り
、
井
伊
氏
の
領
主
と
し
て
の
存
在
が
こ
こ
で
見
ら
れ
な
く

な
る
。
直
政
は
家
臣
の
養
子
と
な
る
な
ど
し
て
い
た
が
、
天
正
三
年
（
一
五
七

五
）
に
な
っ
て
家
康
に
出
仕
以
後
は
、
井
伊
万
千
代
と
名
乗
り
家
康
の
側
に
仕

え
て
、
井
伊
谷
で
の
旧
領
を
戻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
直
政
が
い
つ
頃
か
ら
政
治
の
舞
台
に
登
場
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
で
あ
る
が
、
天
正
七
年
を
期
に
「
直
政
」
の
名
前
が
確
認
で
き
る

史
料
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
逆
に
同
年
ま
で
の
間
で
は
、
史
料
上
で
は
確

認
で
き
な
い
。
こ
れ
以
降
、
政
治
的
な
表
舞
台
に
出
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
そ

し
て
、
同
十
八
年
に
は
徳
川
家
中
で
最
大
の
所
領
を
有
す
る
ま
で
に
な
る
。
つ

ま
り
、
約
十
一
年
間
と
い
う
短
期
間
に
、
徳
川
家
中
で
最
も
高
い
位
置
ま
で
に

昇
り
着
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
何
故
直
政
が
徳
川
家
中
で
最
大
の
所
領
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
を
考
え
て
み
た
い
。
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
直
政
の
「
家
臣
団
」
編
成
が
あ

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
本
論
考
で
示
し
た
よ
う
に
、
天
正
十
年
か
ら
同
十
八
年
の

関
東
入
部
ま
で
は
、
直
政
の
軍
事
的
主
体
と
し
て
は
家
康
直
臣
の
同
心
衆
で
あ
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る
が
、
他
に
も
補
佐
と
し
て
家
康
家
臣
を
「
御
付
人
」
と
し
て
付
属
さ
れ
て
い

る
。
代
表
的
な
「
家
臣
」
と
し
て
は
木
俣
守
勝
・
椋
原
正
直
・
西
郷
正
員
な
ど

が
い
る
が
、
木
俣
守
勝
の
事
例
を
見
て
み
る
と
、
木
俣
守
勝
は
武
田
家
旧
臣
の

原
．
一
条
．
山
縣
・
土
屋
の
各
同
心
衆
を
出
身
母
体
と
し
た
「
甲
州
同
心
衆
」

の
「
物
主
」
と
な
っ
て
い
る
。
木
俣
守
勝
の
指
揮
系
統
上
の
上
位
者
と
し
て
は

直
政
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
直
政
不
在
で
も
家
康
よ
り
の
直

接
の
命
令
下
で
行
動
す
る
こ
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
家
康
よ
り
直
接
掌
握
さ
れ

て
い
る
存
在
と
言
え
る
。
逆
に
考
え
る
と
、
直
政
の
同
心
衆
に
対
す
る
統
制
力

は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
く
、
木
俣
守
勝
な
ど
の
実
質
的
な
統
制
の
上
に
乗
る
形
と

言
え
る
。
こ
の
形
態
を
基
本
と
し
て
、
関
東
入
部
後
に
直
政
家
臣
に
移
行
し
て

い
っ
た
と
考
え
る
と
、
直
政
家
中
と
家
康
と
は
二
重
の
側
面
、
す
な
わ
ち
家
康

と
直
政
、
家
康
と
木
俣
守
勝
な
ど
の
「
御
付
人
」
と
い
う
二
つ
の
繋
が
り
を
も

つ
。
三
河
譜
代
と
呼
ば
れ
る
在
地
領
主
出
身
の
譜
代
家
臣
が
、
家
康
と
家
臣
自

身
の
み
と
い
う
一
側
面
に
お
け
る
繋
が
り
だ
け
で
、
陪
臣
に
お
い
て
は
家
康
よ

り
も
主
家
と
の
関
係
が
よ
り
優
先
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
井
伊
家
の
場
合
は
主

家
で
あ
る
家
臣
と
陪
臣
共
に
家
康
と
の
繋
が
り
が
強
い
。
ま
た
、
こ
の
「
御
付

人
」
は
、
特
に
初
代
や
二
代
に
お
い
て
は
家
康
家
臣
と
し
て
の
自
覚
が
強
く
、

直
政
な
ど
の
主
家
に
対
し
て
補
佐
と
共
に
規
制
す
る
性
格
も
も
つ
。
三
河
時

代
、
家
康
に
反
抗
し
た
家
臣
は
、
自
身
の
軍
事
的
権
力
基
盤
と
し
て
家
康
よ
り

は
あ
る
種
独
立
し
た
自
身
の
家
臣
団
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
主
家
で
あ
る

家
康
家
臣
が
そ
の
上
位
の
主
家
で
あ
る
家
康
に
反
抗
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
ま

ま
反
抗
勢
力
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
直
政
配
下
の
「
御
付
人
」
は
家
康

と
の
繋
が
り
が
強
く
、
そ
の
ま
ま
反
対
勢
力
と
は
成
り
に
く
い
。
「
御
付
人
」

は
元
々
家
康
直
臣
で
あ
り
、
直
臣
層
の
一
部
が
家
康
家
中
よ
り
「
分
出
」
し
た

よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
井
伊
家
中
で
の
「
仕

置
」
を
司
る
等
の
要
職
に
お
け
る
任
免
権
も
駿
府
の
家
康
側
が
握
っ
て
お
り
、

井
伊
家
独
自
で
の
任
免
権
は
、
こ
の
範
囲
で
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
井
伊
直
政
家
臣
団
は
、
関
東
入
部
以
降
、
家
康
自
身
の
意
志
が
よ
り
貫
徹

し
、
逆
に
家
の
当
主
の
意
志
が
よ
り
制
限
さ
れ
る
と
言
う
、
家
康
に
と
っ
て
よ

り
安
定
し
た
権
力
基
盤
と
な
り
う
る
「
大
名
家
」
家
臣
組
織
と
し
て
存
在
し
て

い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
形
態
は
、
後
に
小
身
か
ら
大
名
へ
と
取
り
立
て

ら
れ
て
成
立
し
た
「
譜
代
大
名
」
の
家
臣
団
編
成
と
も
異
な
っ
て
お
り
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
御
三
家
な
ど
の
家
臣
団
編
成
に
近
い
。
ま
た
、
今
回
は
触
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
井
伊
直
政
家
臣
団
と
同
様
に
、
関
東
入
部
時
に
十
万
石
以
上

を
与
え
ら
れ
た
榊
原
康
政
・
本
多
忠
勝
の
家
臣
団
も
「
御
付
人
」
主
体
と
い
う

ほ
ぼ
同
様
の
性
格
の
家
臣
団
構
成
を
し
て
お
り
、
「
格
別
の
家
柄
」
の
家
と
し

て
江
戸
時
代
優
遇
さ
れ
た
。
結
局
、
こ
の
家
康
に
と
っ
て
よ
り
安
定
し
た
家
臣

組
織
、
徳
川
家
か
ら
「
分
出
」
し
た
よ
う
な
家
臣
組
織
が
井
伊
家
家
臣
団
の
性

質
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、
後
に
譜
代
大
名
の
筆
頭
と
い
う
位
置
付
け
を
与
え

ら
れ
る
一
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
註

（
1
）
　
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
岩
波
書
店
　
一
九
六
四

（
2
）
　
煎
本
増
夫
a
『
幕
藩
体
制
成
立
史
の
研
究
』
雄
山
閣
　
一
九
七
九

（
3
）
　
煎
本
増
夫
b
『
戦
国
時
代
の
徳
川
氏
』
新
人
物
往
来
社
　
↓
九
九
八

（
4
）
　
煎
本
増
夫
「
初
期
江
戸
幕
府
の
大
番
衆
に
つ
い
て
」
『
日
本
歴
史
』
一
五
五

　
九
六
一

（
5
）
　
根
岸
茂
夫
『
近
世
武
家
社
会
の
形
成
と
構
造
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
〇

（
6
）
　
小
池
進
『
江
戸
幕
府
直
轄
軍
団
の
形
成
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
一

｝
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（
7
）
　
続
群
書
類
従
完
成
会
編
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
（
以
下
『
寛
永
譜
』
と
略
）
第
八

　
　
巻
　
井
伊
直
政
条

（
8
）
　
こ
の
井
伊
谷
三
人
衆
は
、
永
禄
十
一
年
、
家
康
が
遠
江
へ
進
攻
し
始
め
る
と
き

　
　
に
、
今
川
家
臣
で
あ
っ
た
が
徳
川
方
に
つ
い
て
井
伊
谷
へ
の
手
引
き
を
し
た
こ
と

　
　
か
ら
、
井
伊
谷
や
三
河
国
吉
田
な
ど
に
所
領
を
与
え
ら
れ
て
、
井
伊
谷
城
の
勤
番

　
　
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
三
人
で
あ
る
。

（
9
）
　
続
群
書
類
従
完
成
会
編
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
以
下
「
寛
政
譜
』
と
略
）
第
十

　
　
二
巻
　
井
伊
直
政
条

（
1
0
）
　
こ
の
『
侍
中
由
緒
帳
』
は
、
彦
根
藩
に
お
い
て
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
家

　
　
臣
各
々
に
対
し
て
提
出
さ
せ
た
、
井
伊
家
と
関
わ
り
を
持
っ
た
前
後
か
ら
の
由
緒

　
　
を
書
か
せ
た
も
の
の
う
ち
、
士
分
以
上
の
者
が
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
鈴
木
平
兵
衛
家
条
（
彦
根
城
博
物
館
編
『
彦
根
藩
史
料
叢
書
　
侍
中
由
緒
帳
四
』
．

　
　
（
以
下
『
由
緒
帳
』
と
略
）
↓
九
九
七
）

（
1
2
）
　
蜂
前
神
社
文
書
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
七
　
中
世
三
』
（
以
下
『
静
県
史
資
七
』

　
　
と
略
）
頁
六
三
二
　
史
料
一
五
二
五

（
1
3
）
　
菅
沼
次
郎
右
衛
門
条
　
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
侍
中
由
緒
帳
』
（
『
高
崎
藩
井
伊

　
　
家
文
書
』
　
群
馬
県
立
文
書
館
撮
影
本
　
以
下
『
由
緒
帳
　
撮
影
本
』
と
略
）

（
1
4
）
　
竜
潭
寺
文
書
『
静
県
史
資
七
』
頁
八
九
九
　
史
料
二
〇
二
八

（
1
5
）
　
旧
井
伊
谷
村
役
場
文
書
『
静
県
史
資
七
』
頁
九
七
三
～
九
八
〇
　
史
料
二
二
九

　
　
九
～
二
三
〇
一

（
1
6
）
　
仲
井
文
書
『
静
県
史
資
七
』
頁
九
八
一
～
九
九
↓
　
史
料
二
三
〇
四
～
二
三
〇

　
　
六

（
1
7
）
　
小
出
文
書
『
静
県
史
資
七
』
頁
九
九
三
～
一
〇
〇
六
　
史
料
二
三
一
一
～
二
三

　
　
一
五

（
1
8
）
　
鈴
木
重
信
氏
旧
蔵
文
書
『
茨
城
県
史
料
　
中
世
編
n
』
（
以
下
『
茨
県
史
中
∬
』

　
　
と
略
）
頁
四
四
一
　
史
料
六

（
1
9
）
　
竜
潭
寺
文
書
『
静
県
史
資
七
』
頁
八
九
八
　
史
料
二
〇
二
四

（
2
0
）
　
木
俣
家
文
書
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
設
影
写
本
　
中
村
不
能
齋
編
『
井
伊

　
　
直
政
・
直
孝
』
（
以
下
『
直
政
・
直
孝
』
と
略
）
頁
十
二
　
史
料
二
）

　
　
　
こ
の
史
料
の
年
代
比
定
に
つ
い
て
は
、
中
村
不
能
齋
の
同
著
に
お
い
て
は
天
正

　
　
十
一
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
中
村
孝
也
『
家
康
文
書
の
研
究
』

　
　
な
ど
で
も
同
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
井
伊
直

　
　
政
条
に
、
天
正
十
一
年
の
こ
と
と
し
て
同
史
料
の
内
容
を
載
せ
て
い
る
こ
と
に
よ

　
　
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
設
の
木
俣
家
文
書
影
写
本

　
　
を
見
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
「
卯
」
年
で
あ
り
、
天
正
十
↓
年
は
「
未
」
年
で
あ
る

　
　
た
め
、
こ
こ
で
は
家
康
が
遠
江
を
支
配
し
、
信
州
高
遠
関
係
で
出
陣
の
可
能
性
が

　
　
あ
る
天
正
七
年
に
比
定
し
て
お
く
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
2
1
）
　
中
村
孝
也
『
家
康
文
書
の
研
究
　
上
巻
』
（
日
本
学
術
振
興
会
　
一
九
五
八
）
よ

　
　
り
作
成

（
2
2
）
　
「
寛
政
譜
』
十
二
巻
　
井
伊
直
政
条

（
2
3
）
　
『
寛
永
譜
』
八
巻
　
井
伊
直
政
条

（
2
4
）
　
「
木
俣
土
佐
紀
年
自
記
」
『
大
日
本
史
料
』
第
十
］
編
之
三
　
頁
↓
〇
五

（
2
5
）
　
木
俣
清
左
衛
門
家
条
『
由
緒
帳
一
』

（
2
6
）
　
上
州
の
在
地
領
主
で
あ
っ
た
長
野
信
濃
守
業
正
の
子
、
出
羽
守
業
親
の
嫡
子
で

　
　
あ
る
十
郎
左
衛
門
業
実
が
、
長
野
家
没
落
後
に
直
政
の
つ
て
で
天
正
十
年
以
前
に

　
　
家
康
、
そ
の
後
直
政
に
出
仕
し
た
例
が
あ
る
。

（
2
7
）
　
河
手
主
水
家
条
『
由
緒
帳
三
』

（
2
8
）
　
加
藤
彦
兵
衛
家
条
『
由
緒
帳
四
』

（
2
9
）
　
現
静
岡
県
焼
津
市

（
3
0
）
　
三
浦
与
右
衛
門
家
条
『
由
緒
帳
二
』

（
3
1
）
　
『
寛
永
譜
』
松
井
康
親
条

（
3
2
）
　
木
俣
清
左
衛
門
家
条
『
由
緒
帳
一
』

（
3
3
）
天
正
十
年
八
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
旧
武
田
家
家
臣
で
家
康
に
対
し
て
起

　
　
請
文
を
提
出
し
た
者
を
、
武
田
家
内
で
の
所
属
集
団
別
に
名
前
を
書
き
上
げ
た
も

　
　
の
。
詳
し
く
は
、
（
柴
辻
俊
六
「
「
天
正
壬
午
甲
信
諸
士
起
請
文
」
の
考
察
」
古
文

　
　
書
研
究
三
　
］
九
七
〇
）
参
照
。



66

A　　　　　A424140
）　　）　　）

A　　A　　　　　　　　　　　　
39　38　37　36　35　34
）　　）　　）　　）　　）　　）

煎
本
増
夫
　
前
掲
b
　
頁
一
九
五

駒
井
政
直
宛
家
康
朱
印
状
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
上
巻

「
木
俣
土
佐
紀
年
自
記
」
『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之
三

木
俣
清
左
衛
門
家
条
『
由
緒
帳
一
』

『
直
政
・
直
孝
』
頁
十
五
　
史
料
五

『
寛
政
譜
』
十
二
巻
　
井
伊
直
政
条

『
寛
政
譜
』
十
二
巻
　
井
伊
直
政
条

頁
三
五
四

頁
一
〇
五

　
　
　
齋
藤
半
兵
衛
家
条
「
井
伊
家
家
士
由
緒
書
妙
」
『
甲
斐
叢
書
』
所
収

　
　
　
三
浦
十
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
（
頼
あ
き
「
旧
今
川
家
臣
の
系
譜
－
三
浦
十
左
衛

　
　
門
を
中
心
に
ー
」
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀
要
第
十
二
号
　
二
〇
〇
一
）
に
詳
し
い
。

（
4
3
）
　
三
浦
十
左
衛
門
家
文
書
『
彦
根
城
博
物
館
古
文
書
調
査
報
告
書
七
』
（
以
下
『
報

　
　
告
書
七
』
と
略
）
頁
七
八
　
史
料
B
五

（
4
4
）
　
川
田
貞
夫
「
徳
川
家
康
の
関
東
転
封
に
関
す
る
諸
問
題
」
書
陵
部
紀
要
一
四

（
4
5
）
　
堀
口
文
書
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
設
影
写
本
（
『
直
政
・
直
孝
』
頁
二
八

　
　
史
料
十
三
）

（
4
6
）
　
中
村
不
能
齋
収
集
文
書
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
収
（
『
直
政
・
直
孝
』
頁
三

　
　
三
　
史
料
二
〇
）
同
日
付
・
同
内
容
で
群
馬
郡
、
中
大
類
・
同
下
大
類
に
も
出
さ

　
　
れ
て
い
る
（
高
井
和
重
家
文
書
、
群
馬
県
立
文
書
館
所
収
撮
影
本
）
。

（
4
7
）
　
煎
本
増
夫
　
前
掲
a

（
4
8
）
　
「
慶
長
六
年
十
一
月
　
群
馬
郡
善
地
村
検
地
帳
」
『
群
馬
県
史
　
資
料
編
一
〇
』

　
　
頁
三
三
五
　
史
料
九
七
、
井
伊
直
政
は
慶
長
六
年
始
め
に
は
近
江
国
佐
和
山
に
転

　
　
封
さ
れ
て
い
る
。

（
4
9
）
　
三
浦
十
左
衛
門
家
文
書
『
報
告
書
七
』
頁
四
二
　
史
料
七
　
こ
の
史
料
は
「
慶

　
　
長
五
年
」
で
は
な
く
「
慶
長
七
年
」
で
あ
ろ
う
。

（
5
0
）
　
三
浦
十
左
衛
門
家
文
書
『
報
告
書
七
』
頁
八
九
　
史
料
B
一
四

（
5
1
）
　
こ
の
二
通
の
書
状
に
つ
い
て
、
『
報
告
書
七
』
の
三
浦
十
左
衛
門
家
文
書
に
つ
い

　
　
て
の
解
説
で
は
慶
長
五
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
の
時
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

　
　
「
近
平
右
」
と
し
て
天
正
十
九
年
以
降
井
伊
家
を
退
去
し
た
近
藤
秀
用
が
お
り
、
ま

た
書
状
の
時
期
が
四
月
で
あ
り
「
城
中
」
「
落
居
」

の
時
の
方
が
適
切
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
ど
の
文
言
か
ら
小
田
原
の
陣

（
5
2
）
　
三
浦
十
左
衛
門
家
文
書
『
報
告
書
七
』
頁
五
五
　
史
料
四
四

（
5
3
）
　
三
浦
十
左
衛
門
家
文
書
『
報
告
書
七
』
頁
五
六
　
史
料
四
五

（
5
4
）
　
鈴
木
重
信
氏
旧
蔵
文
書
『
茨
県
史
中
皿
』
頁
四
四
三
　
史
料
一
一

（
5
5
）
　
鈴
木
重
信
氏
旧
蔵
文
書
『
茨
県
史
中
H
』
頁
四
四
二
　
史
料
一
〇

（
5
6
）
　
「
木
俣
土
佐
紀
年
自
記
」
　
内
閣
文
庫
所
収
文
書

（
5
7
）
　
勘
兵
衛
、
伊
予
守
、
正
員
の
子
。
父
正
員
は
慶
長
九
年
卒
（
『
由
緒
帳
』
）

（
5
8
）
　
木
俣
家
文
書
　
同
前
『
直
政
・
直
孝
』
直
孝
編
史
料
五
　
頁
六
六

（
5
9
）
　
木
村
家
文
書
　
『
静
県
史
資
九
』
頁
八
＝
二
　
史
料
三
三
七

（
6
0
）
　
引
佐
町
編
『
引
佐
町
史
　
上
巻
』
一
九
九
二
　
頁
六
七
二

（
6
1
）
　
「
水
府
系
纂
」
彰
考
館
所
収
　
茨
城
県
立
歴
史
館
撮
影
本
を
使
用
。

（
6
2
）
　
今
泉
家
文
書
　
　
『
引
佐
町
史
　
上
巻
』
頁
六
九
三

（
6
3
）
　
菅
沼
忠
久
の
嫡
孫
勝
利
・
近
藤
秀
用
は
旗
本
に
復
帰
し
、
鈴
木
重
好
は
水
戸
家

　
　
の
家
老
に
な
っ
て
い
る
。

（
6
4
）
　
山
下
又
右
衛
門
家
条
『
由
緒
帳
　
撮
影
本
』

（
6
5
）
井
伊
家
文
書
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
（
『
高
崎
藩
井
伊
家
文
書
』
　
群
馬
県
立
文

　
　
書
館
撮
影
本
）

（
6
6
）
煎
本
増
夫
氏
は
、
そ
の
著
書
（
前
掲
a
　
頁
↓
四
八
）
に
お
い
て
、
徳
川
直
臣

　
　
部
将
は
後
北
条
氏
旧
臣
に
つ
い
て
積
極
的
登
用
は
し
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、

　
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。


